


27 26※日程、講師は変更になることがあります。　また、新型コロナウイルス感染症の影響や、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。予めご了承ください。

本 部 教 室
〒107-8505 東京都港区赤坂 7-2-21　TEL：03-3408-1209　FAX：03-3405-4947　E-mail：kyoshitsu@sogetsu.or.jp

金 土 月
テーマ 講師

14 時 /18 時 10 時 /14 時 10 時 /14 時
7 月 10 日 11 日 13 日 私の夏の花 石川　龍
9 月   11 日 12 日 7 日 枝ものでいける 家　元

●申込方法：新入会の方は、まずお電話で「家元研究科へご登録」ください。毎月の受講は、日程・時間をご確認の上、ご
来館ください。 ●受講料：12,200 円（花材費込み） ※受講日に草指連会員証をご持参ください。 ※ 8 月は休講となります。
※ 6 月は12日（金）は 14 時のみ、13 日（土）は 10 時／14時、15 日（月）は 14時のみ予約制で開講（各回定員20名）
※ 6 月のご予約は教室運営課までご連絡ください。

家元研究科 毎回テーマが設けられ、いけばなをさらに深く追究することを目標とします。
感性と技術を磨く最高の勉強の場です。 AT賞選考対象クラス。

7 月
火曜 	 7 日	 篠崎洵雅 	 14 日	 加藤久美子 	 21 日	 隅出美泉
木曜 	 2 日	 中村草山 	 9 日	 坂口水恵 	 16 日	 岡崎　忍

8 月 
火曜 	 18 日	 坂口水恵 	
木曜 	 6 日	 隅出美泉 	 27 日	 加藤久美子

●原則として6日間、第1・2・3火曜と木曜　●10時/14時/18時（各日3回開講）　●入会金：11,000円　●月謝：12,040円（月
3回分・花材費別） ※証書申請可能。　※再入会金無料。再入会をご希望の方は事前にご連絡ください。 ※月3 回受講す
ることが難しい方はワンレッスン受講も可（6,440円・花材費込み／都度払い）。
※ 6 月は 11日（木）・18 日（木）・23 日（火）の14時／18 時のみ予約制で開講（各回定員20名）
※ 6 月のご予約は教室運営課までご連絡ください。

家元教室 資格を問わず、どなたでもご参加いただけるいけばな教室です。
ワンレッスン受講することもできます。

●原則として月3回、　第1・2・4 金曜日　●18 時〜20時 30分　●入会金：11,000円　●月謝：12,040円（月3回・花材費別）
※家元教室・家元研究科への振替ができます。　※証書申請可能。　※再入会金無料。再入会をご希望の方は事前にご連絡ください。
※月3 回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（6,440円・花材費込み／都度払い）。 ※ 8 月は休講となります。

男子専科 初心者からベテランまで、男性限定のいけばな教室。
いけばな作家や男性指導者の育成をめざすクラス。 随時受付。

7 月
	 17 日	 澤 田 晃 映

9 月
	 4 日	 岩 渕 幸 霞

	 31 日	 岩 渕 幸 霞 	 18 日	 澤 田 晃 映
	 8 月 7 日	 西 山 光 沙 	 25 日	 西 山 光 沙

●毎週月曜日　●10時〜12時　●受講料：4,140円／１回（花材費込み）　※証書申請可能　※ 8月・祝日は休講となります。
※ 6月8日・15 日・22日は 14時から開講となります。6 月1日・29日は休講となります。

インターナショナルクラス 外国の方々を対象としたクラスです。授業は英語で行われます。

7 月

	 6 日	 坂 口 水 恵

9 月

	 7 日	 高 木 水 染

	 13 日	 高 木 水 染 	 14 日	 石 川 己 青

	 　20 日	 石 川 己 青 	 28 日	 福 島 光 加

　	 　27 日	 細 野 葉 霞

公開講座 普段のお稽古ではなかなかチャレンジできない内容で創造性を大きく伸ばすチャンス！
経験豊富な講師の講義で、知識と技の引き出しがさらに広がります。

●授業時間：10 時 30 分〜16時　●受講料：12,970 円（花材費・昼食代込み）／入会金なし
●申込資格：草指連会員　●定員：40 名　●募集：随時受付中。郵便振替または会員サービス部窓口でお申込みください。

［郵便振替口座］口座番号：00180-6 -119808／加入者名：（一財）草月会 教室運営課
●申込締切：開催日の１週間前（ただし定員になり次第締め切ります）　※お申込み後のキャンセル・ご返金はいたしかねます。
※お申込み後でも、翌月以降（年度内）に振替受講が可能です。ご希望の方は、受講日の10日前までにご連絡ください。
それ以降のご連絡の場合、実費（花材費および昼食代）をいただきます。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

受講日 テーマ 講師 内容

6/13（土） 6月の公開講座は中止になりました。

7/11（土） 楽しくアート作品を創作

粘土を既成概念ではなく、逆転の発想により、作品工程
の中に取り入れ、石膏作品を２つ以上制作し、それぞれ
の作品を１個のオブジェとして完成させます。また、そ
れらを花器としていけばなをいけることにより、新しい
自分を発見してみませんか。今回の様々な工程により、
今までの概念を別の方向から考えることによって、チャ
レンジする面白さを実感できることでしょう。ぜひお楽
しみください。

8/5（水）
自然素材を楽しむ
―探そう、作ろう―

枯らした素材や薬を使ったドライの素材は、色の変化や
質感を楽しみましょう。採集した種、蔓もよく観察、加
工し、組み合わせます。インスピレーションが大事で
す。自分の部屋に飾りたくなるようなレリーフを作りま
しょう。

丹野霞園

榎本紅萩

受講日／講師        テーマの一部 内容

原則として月1回
木曜日／全10回
2020年7/9、8/20、
9/10、10/15、11/5、
12/17、2021年1/21、
2/25、3/18、他1回
※初回授業が、6/25→
7/9に変更になりました。

●ためる・留める技術や
水揚げ方法

●歴代家元の教え
（草月五十則、花伝書、
ミニアチュール、竹など）

●五節句とそのほかの特殊
花材（すいれんとこうほね、
蓮、おもと、すいせんなど）
の基本的な扱いと応用

●その他季節ならではの花
材や、様々な場面を想定
した「祝い花」の研究など

●授業時間：10時30分～16時30分　●受講料：前期 77,000円／後期 77,000円　（半期分納制、花材費・昼食代込み） ●申込資格：
草指連会員　●定員：40名（先着順）　●申込方法：はがき・FAX・E-mailなどに、①名前 ②草指連会員番号 ③住所 ④電話番号を
ご記入の上、「徹底研究　草月の伝統と挑戦」受講希望の旨を教室運営課までお知らせください。 ●申込締切： 6 月19 日（金）

 徹底研究―草月の伝統と挑戦―新規募集  

歴代家元に従事し厚い信頼を得ている片山健師範の指導のも
と、いけばなの基本・応用から上級編まで、テキストでは学
びきれない項目を総合的に学ぶ講座です。草月の歩み、歴代
家元の教えや表現、留める技術、五節句とそのほか手に入り
にくい特殊花材の扱い・知識などを、講師のデモンストレーショ
ンと実践から徹底的に学びます。師範になって間もない方か
らベテランまで、指導や作品発表の場などに、幅広く役立つ
ポイントが満載です。充実した内容でいまさら聞けない疑問や
自信のない項目を総復習し、新たな知識を身に付け、未来へ
向かって「いけばなに今できること」を研究していきましょう！

※特殊花材は納品状況によって、授業内容が変更となる
可能性がございます。予めご了承ください。

本部講座「伝承しよう！ 草月の技術と造形」の
カリキュラムを発展させた内容です。

片山　健
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草 月 W E S T
草月WEST準備室（大阪教室）  〒530-0001 大阪市北区梅田 1-11-4-600 大阪駅前第4ビル6F 15号　

TEL：06-6344-2841　FAX：06-6344-2844　E-mail：west@sogetsu.or.jp

●月 3 回　金曜・土曜  ●10時30分（土曜のみ）／14時 30分／18時30分（金曜のみ）　●入会金：11,000円　●月謝：11,000 円（月3 回・
花材費別） ●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-mail などの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員
番号をご記入の上、草月WEST準備室（大阪教室）までお送りください。※証書申請可能。　※再入会金無料。　再入会をご希望の方は
事前にご連絡ください。 ※月3回受講することが難しい方はワンレッスン受講も可（4,500円・花材費1,700円／都度払い）。 ※見学可能。

家元教室 個性溢れる講師が担当。毎回２点、テキストのテーマからのデモンストレーションがあります。
初心者からベテランまで、それぞれの立場で楽しく学び、たっぷり勉強できる充実の２時間。

●授業時間：13 時～16時　●受講料：4,400円（花材費別） ●申込方法：はがき・FAX・E-mail などの書面で、希望日・名
前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員番号をご記入の上、草月WEST準備室（大阪教室）までお送りください。
●申込締切：8月20日（木）（定員になり次第締め切り）

公開講座 ご希望のクラスを１回ごとにお申込みできる魅力ある講座です。 
講師の個性がいかされたテーマにチャレンジできます。ぜひご受講ください。

今年 7月下旬、草月流の新たな拠点として「草月WEST」が京都にオープンします（『草』4月号でお知らせしたオープン
予定が変更になりました）。7月以降全ての教室は草月WEST（京都）での開講となります（詳細はP.30 をご覧ください）。

受講日 テーマ 講師 内容

8 月30 日（日） いける！造
い け

形る？ 変
い け

化る!? 
―目からウロコ 新たな発見

新教室で、初心に戻り、基本立真型の盛花か
らスタートしましょう。花型法を美しくいけ
られると、造

い け
形ること、変

い け
化ることができる

ようになります。次に、テキスト 5–23 のテー
マ〈『草月五十則』からの発想〉をいけましょ
う。きっと新しい発見があるはずです。

平石丹珠萠

受講日 講師 内容

原則として火曜日（年4 回）
9月8日、10 月 27日、11月17 日、
2021年 2月2日

草月WESTでの開講になります。

秋松伸一
市村冨美夫（染色家）
清水六兵衞（陶芸家）
日向洋一

大阪教室で長年続いている名物クラスです。
様々な分野からの豪華講師によるパワー溢れ
るクラスに参加してみませんか？ 草月陶房
での授業も予定。今回も若干名募集します。
今年度は、新教室「草月WEST」オープンを
記念して入会金が無料です！

プロフェッショナルクラス

2020年度テキスト集中講座『特別篇』 ベテラン講師陣も魅力！　カリキュラムの理解を深め、
テキストの学習がますます楽しくなる人気の講座です。

受講日／開講場所 講師 内容

8 月25日（火）
草月WEST

季節の花を見つめて！
―水・光・器を意識して―

9月29日（火）
草月WEST

枯れもの・着色花材と生きた植物
自作の“枯れもの”―時の移ろいを眺めながら

11月24日（火）
草月WEST

「実もの」をもっと楽しもう
投入の技を磨き、実ものならではの構成

2021年1月26日（火）
草月WEST

変化する“すいせん”
基本的な扱いから、挑戦へ

2月16日（火）
草月WEST

「剣山なしで水盤にいける」技術を高める
一歩先の作品の見せ方を学ぶ

3月30日（火）
草月WEST

春のまぜざし
新教室の場をいかして

●授業時間：13 時 〜16 時　半日コース　●受講料：34,600 円（キャンペーン価格、6 回分前納、花材費別） 入会金無料
●申込資格：草指連会員　●定員：30名　●申込方法：はがき・FAX・E-mail などの書面で、希望日・名前・雅号・住所・
電話番号・資格・門下別・草指連会員番号をご記入の上、草月WEST準備室（大阪教室）までお送りください。
●申込締切：7 月10 日（金）（定員になり次第締め切り）

●授業時間：10 時30分～16時　●受講料：55,020円（４回分前納、昼食代込み。教材費はその都度実費） 入会金無料
●受講資格：総合補修セミナーPart2修了者、または草指連会員で大阪教室在籍者（※どのクラスでも可）　●申込締切：7 月10 日（金）

プロフェッショナルクラスの日程が変更になりました。今年度はお得な入会金無料キャンペーンを実施中！　
受講を検討している方は今がチャンスです。人気のクラスにぜひチャレンジしてみませんか！！

金 土
テーマ 講師

14時30分/18時30分 10時30分

8 月 21 日 22 日 いまこそSOGETSU！おもいっきり自由に 田澤　凉

9 月 18 日 19 日 美の旋律 竹中麗湖

家元研究科 月ごとにテーマを設けて挑戦します。ＡＴ賞選考対象クラス。
新入会、再入会大歓迎！

●申込方法：はがき・ＦＡＸ・E-mail などの書面で、希望日・名前・雅号・住所・電話番号・資格・門下別・草指連会員番号を
ご記入の上、草月WEST 準備室（大阪教室）までお送りください。　●受講料：家元指導 12,200円（花材費込み）／通常
10,100円（花材費込み）

※日程、講師は変更になることがあります。　また、新型コロナウイルス感染症の影響や、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。予めご了承ください。

福永早苗

佐々木紅葉

高木水染

石倉菘清

本江霞庭

関田育圓

7 月
金曜

土曜

8 月 
金曜 	 7 日	 加藤久美子 	 28 日	 中村草山 	9 月 4 日	 石川己青

土曜 	 8 日	 　  〃 	 29 日	 　  〃 	9 月 5 日  　　 〃

9 月
金曜 	 11 日	 加藤久美子 	 25 日	 五十野雅峰 	10 月 2 日	 中田和子 

土曜 	 12 日	 　  〃 	 26 日	 　  〃 	10 月 3 日	 　  〃

日程変更・再募集

日程変更・再募集
INFORMATION  教室情報
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※日程は変更になることがあります。　また、天災及びその他不可抗力による事由により、開講を延期または中止する可能性がございます。予めご了承ください。

　　　　 草月WESTオープン記念・お得なキャンペーン実施！ ぜひ草月WESTへ

6月27日（土）オープンを予定していた草月WESTですが、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、7月下旬にオープン延期※となりました。
皆さまが安心して授業を受けていただけるよう、体制を整えてお迎えいたします。

詳細は決まり次第、ホームページなどでお知らせいたします。
お問合わせは草月WEST準備室（大阪教室）まで。

 【草月WEST準備室（大阪教室内）】　TEL：06-6344-2841／FAX： 06-6344-2844／E-mail： west@sogetsu.or.jp
お申込み・お問合わせ

金曜日 午後クラス　14 時 30 分〜 16 時 30 分
夜クラス　　18 時 30 分〜 20 時 30 分

土曜日 午前クラス　10 時 30 分〜 12 時 30 分
午後クラス　14 時 30 分〜 16 時 30 分

開講日、時間、受講料変更のお知らせ
移転にともない家元教室、家元研究科の開講日などが変わります。大阪教室在籍の皆さまには、ご不便をおかけしますこと
をお詫び申し上げます。教室デザインも一新し、これまで以上に皆さまに楽しんでいただける空間を目指して準備中です。
ぜひ新教室「草月 WEST」を体験してください！

家元教室

金曜日 午後クラス　14 時 30 分〜 16 時 30 分
夜クラス　　18 時 30 分〜 20 時 30 分

土曜日 午前クラス　10 時 30 分〜 12 時 30 分

家元研究科

新教室での家元教室、家元研究科は 2020 年8月から開催となります。料金や時間の変更も2020年8月からです。

月謝：11,000円（月3回・花材費別）　入会金：11,000円 ※開始時間の20分前から受付開始予定
受講料：家元指導12,200円　通常10,100円（花材費込み）

草月WEST移転キャンペーン 草月WEST新入会キャンペーン

家元教室

大阪家元教室在籍で草月WEST継続受講の
方対象
キャンペーン期間中の2ヶ月分月謝を半額

（2020年8月～10月の中で2ヶ月対象）
※ワンレッスン受講は対象になりません。

初めて家元教室に入会する方対象
入会金無料

（2021年3月まで有効）

家元研究科

大阪教室研究科在籍で草月WEST継続受講
の方対象
草月WESTで最初の受講回は受講料半額

（～2020年10月）
2020年8月～10月の期間で3ヶ月連続受講の
方に特典あり

初めて家元研究科に入会する方対象
入会金無料
初回受講料半額

（2021年3月まで有効）

プロフェッショナル
クラス

初めてプロフェッショナルクラスに入会
する方対象
入会金無料（2021年3月まで有効）

2020年度
テキスト集中講座

『特別篇』

テキスト集中講座を継続受講の方、初めて受講する方対象
受講料5,000円割引（2021年3月まで有効）

イベントスペースとして、草月WEST をご利用ください
新教室「草月 WEST」はイベントスペースとしてお使いいただけます。新しくデザインされた教室をぜひ支部研究
会、社中展、個展などにご利用ください。2020 年度（2020 年8 月～ 2021 年 3 月）はオープンキャンペーンとして、
優先割引価格でご利用いただけます。

支部特別価格：1 時間 2,000 円（税別） 会員特別価格：1 時間 3,000 円（税別）

［参考］ 草月 WEST 会員通常価格（2021年 4 月～予定）：1 時間 4,000 円（税別）
　　　 草月会館教室利用会員価格（50 名まで）：50 名まで 1 時間 5,000 円（税別）、50 名以上 1時間 8,000 円（税別）

［ 施設概要 ］	
●広さ： 約185㎡
●設備：机、椅子、水屋、花器、照明、音響など教室備品をご利用いただけます。
●使用時間：10 時30 分ごろから17時ごろまでを想定していますが施設仕様が決
まり次第お知らせいたします。
●ご利用可能日の一例（2020 年6月現在）
9/6（日）、10/4（日）、10/18（日）、11/15（日）、12/6（日）、ほか
※ご利用可能日・内容は変更になる場合があります。詳しくはお問合わせください。
※空間デザイン、図面、設備詳細などは設計中です。決まり次第詳細をお知らせし
ます。

七条通

西本願寺 東本願寺

東海道新幹線京都鉄道博物館

京都駅
京都
水族館

千本通
丹波口駅

梅小路
京都西駅

新
教
室

Ｊ
Ｒ
山
陰
線

キャンペーン  

草月WESTの LINE アカウントができました！ 最新情報をお届けします。
 ［ 友だち追加方法 ］

●QRコードから　LINEアプリで「友だち追加」→「QRコード」を選択し、右上QRコードを読み取ってください。

※TELとFAXは7月10日（金）までの連絡先となります。
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年間行事予定

7月28日（火）～31日（金）

2019年度草月造形科作品展 色彩構成コース（草月会館）
※3月3日（火）～7日（土）より会期が変更になりました
2019年度草月造形科作品展 写真コース（草月会館）
※3月10日（火）～13日（金）より会期が変更になりました

8月8日（土）～16日（日） 草月会館･草月WEST夏期休暇

9月8日（火）～12日（土） 2019年度草月造形科作品展 陶芸コース（草月会館）
※3月10日（火）～13日（金）より会期が変更になりました

【草月会館土・日・祝日特別開館日】
草月会館の特別開館日は、以下の通りです。その他の土・日・祝日は、草月会館・草月WEST（大阪教室）ともに休館しております。
6月13日（土）、7月11日（土）、9月12日（土）、10月3日（土）、11月7日（土）、11月28日（土）、12月12日（土）

各地の展覧会

茨城県支部県南地区いけばな展 9月4日（金）～6日（日）　土浦市民ギャラリー
※3月13日（金）～15日（日）より会期が変更になりました 根木美里 ☎ 090-7400-3521

草月陶房所属作家ユニット「salulas」参加
今立現代美術紙展 IMADATE ART FIELD 2020

9月12日（土）～30日（水）　越前和紙の里（福井県越前市）
※4月29日（水・祝）～5月10日（日）より会期が変更になりました 草月陶房 ☎ 0778-32-2234

いけばな展「ホテルにいける！」 4クローバーズ 9月20日（日）～22日（火・祝）　ホテル ブリランテ武蔵野
※5月3日（日・祝）～5日（火・祝）より会期が変更になりました 佐藤青幹 ☎ 080-1350-5113

Sō Team Oita作品展「hana想空間」 10月8日（木）～11日（日）　創造空間kamenos（大分県速見郡日出町）
※4月23日（木）～26日（日）より会期が変更になりました 原露聖 ☎ 090-8408-5053

第21回大澤秀紅社中展 10月10日（土）・11日（日）
三島商工会議所TMOホール 大澤秀紅 ☎ 090-3305-0995

華
はな

・響
ゆら

 いけばな&生演奏での癒しの空間展 10月17日（土）・18日（日）
三嶋大社宝物館（静岡県三島市） ギャラリー 長澤玉映 ☎ 080-3692-4843

「本部特別技術講師：秋松伸一の講座」
1期生展覧会

2021年2月9日（火）～13日（土）　草月プラザ
※7月2日（木）・3日（金）より会期が変更になりました 教室運営課 ☎ 03-3408-1209

本部主催支部研究会・講習会

富山県支部 8月30日（日） 講習会　富山県民共生センター サンフォルテ 林青影 ☎ 0766-23-9366

埼玉県支部 9月6日（日） 研究会　埼玉会館 7階会議室
※5月17日（日）より開催日・会場が変更になりました 榎本紅萩 ☎ 090-4363-1750

群馬県支部 9月13日（日） 講習会　群馬会館 津久井香嶺 ☎ 090-2168-2297

東京北支部 9月13日（日） 研究会　草月会館5階教室 加藤湖昌 ☎ 03-3996-4238

大分県支部 9月27日（日） 講習会　アイネス（大分県消費生活・男女共同参画プラザ） 井出史葉 ☎ 097-542-5203

栃木県支部 9月27日（日） 研究会　宇都宮市文化会館2階展示室 木村爽陽 ☎028-681-2570

長崎県支部 10月11日（日） 研究会　晴天時：おのうえの丘／雨天時：ドラゴンプロムナード 鈴木仁葉 ☎ 090-7447-7488

支部展

秋田県支部展 7月3日（金）～5日（日） 秋田拠点センターアルヴェ きらめき広場 藤澤和交 ☎ 018-832-9420

京都支部展 10月10日（土）・11日（日）　白沙村荘 橋本関雪記念館
※3月14日（土）・15日（日）より会期が変更になりました 森英琴 ☎ 075-601-9209

栃木県支部展 10月30日（金）～11月1日（日）　大谷資料館　※家元出品
※5月15日（金）～17日（日）より会期が変更になりました 木村爽陽 ☎ 028-681-2570

フラワーク

とらや赤坂本店
※営業時間に変更がある場合がございます
　お出かけの際は、念のため店舗にお問合わせください

常設 赤坂見附

とらや銀座店
※営業時間に変更がある場合がございます
　お出かけの際は、念のため店舗にお問合わせください

常設 銀座

ザ・キャピトルホテル東急 常設 杉岡宏美 溜池山王・国会議事堂前

赤坂エクセルホテル東急 常設 草月アトリエ 赤坂見附

横浜ベイホテル東急（B1階神殿口） 8月上旬まで 深澤隆行 横浜・みなとみらい

草月会館日本間

6月8日～19日 對馬明桂

青山一丁目

6月22日～7月3日 田澤凉

7月6日～7月17日 加藤久美子

7月20日～7月31日 丹野霞園

8月17日～8月28日 齋藤幸絹

※草月会館日本間の展示は、初日の午後より、最終日は午前までです。

新型コロナウイルス感染拡大に伴うイベントや教室の中止・延期について
不測の事態のため、このページに掲載されているイベントは中止または延期となる場合がございます。
お出かけの際は主催者にお問合わせいただくか、いけばな草月流公式ホームページ「新型コロナウイルス感染拡大に
伴うイベントや教室の中止・延期について」をご確認の上、今後の情報にご注意ください。
どなた様も時節柄くれぐれもご自愛くださいますようお願い申し上げます。

●いけばな草月流公式ホームページ
「新型コロナウイルス感染拡大に伴うイベントや教室の中止・延期について」
https://www.sogetsu.or.jp/news/100070/

なお、本部にお届け済みのイベントが中止または延期となった場合は、
広報部までご報告くださいますようお願い申し上げます。
［ 広報部 ］  TEL：03-3408-1158 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：pr@sogetsu.or.jp

※P.34にて中止または延期となった全国のイベントを掲載しています。
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中止 草月いけばな展「月と太陽」 5月28日（木）～6月2日（火）　新宿髙島屋
中止 第102回草月いけばな展出品説明会 7月2日（木）　草月ホール
中止 第102回草月いけばな展 10月21日（水）～26日（月）　日本橋髙島屋

お問合わせ ［ 事業部 事業課 ］ TEL：03-3408-1156 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：kikaku@sogetsu.or.jp

延期 第10回AT賞展 6月18日（木）・19日（金）→ 未定　草月プラザ
お問合わせ ［ 教室運営課 ］ TEL：03-3408-1209 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：kyoshitsu@sogetsu.or.jp

延期 第10回 家元とHANA SO! （神奈川・静岡） 6月20日（土）→ 未定　草月会館
延期 第11回 家元とHANA SO! （埼玉・千葉） 7月4日（土）→ 未定　草月会館

お問合わせ ［ 広報部 ］ TEL：03-3408-1158 ／ FAX：03-3405-4947 ／ E-mail：info@sogetsu.or.jp

中止 AKANEフェスタ 8月9日（日）　草月会館
振替を予定しておりましたが中止とさせていただきます。8月9日（日）は、草月会館は休館とさせていただきます。
お申込みの方には、今後の手続きに関して、6月中旬までに事務局よりご連絡させていただきます。

延期 佐賀県支部講習会　6月7日（日）→ 未定　浪漫座（佐賀市歴史民俗館旧古賀銀行内）　佐田富紅輝　☎ 0952-28-0242

中止 鳥取県支部研究会　6月7日（日）　米子ふれあいの里

延期 島根県支部講習会　6月14日（日）→ 未定　島根県民会館　増本香則　☎ 0852-23-3648

延期 山口県支部研究会　6月21日（日）→ 未定　山口南総合センター　佐藤華津　☎ 0833-77-5140

中止 静岡県支部研究会　7月5日（日）　静岡労政会館 第3会議室

中止 広島県支部研究会　7月19日（日）　広島市南区民文化センター 3階大会議室

中止 岡山県支部研究会　7月19日（日）　倉敷市芸文館

中止 千葉県支部講習会　7月23日（木・祝）　全日警ホール　※4月25日（土）より振替を予定しておりましたが中止とさせていただきます

ご迷惑をおかけいたしますことを心よりお詫び申し上げます。ご理解ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

本部主催のイベント

※本部へお届け済みの延期になったイベントのうち、延期後の日程が未定のものを掲載しております
延期後の日程が決定しているイベントにつきましては、P.32 ～ 33にてご案内しております

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
中止または延期となったイベントを掲載しております。
最新の情報につきましては、いけばな草月流公式ホームページをご覧ください。

全国のイベント

6月6日（土）・7日（日） 第22回草月四季の会いけばな展 チューリップ四季彩館（富山県砺波市）

6月13日（土）・14日（日） 岩手県支部展「新花・進花 いわて～輪になってHANA SO～」 いわて県民情報交流センター アイーナ

6月20日（土）・21日（日） 2020米沢地区草月いけばな展「遊び心」 よねざわ市民ギャラリー ナセBA

6月27日（土）・28日（日） 木陽会華展 北日本新聞 ギャラリー

9月20日（日）・21日（月・祝） 千葉県支部展 全日警ホール・葛飾八幡宮

中
　
止

花と器のハーモニー2020
※家元出品 5月30日（土）～6月7日（日）→無期延期 山手西洋館ベーリック・ホール 広報部 ☎ 03-3408-1158

東京藝大音楽学部生と大川春雪コ
ラボレーション 6月6日（土）→無期延期 加賀町ホール（新宿区）

※要チケット 大川春雪 ☎ 080-3152-2171

延
　
期
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Information
Cancellation and Change of Schedule due to 
COVID-19
< Cancellation >
●Akane Festa (Sun 9th August)
You can watch Celebration videos and photos for 
Iemoto’s Birthday on Youtube.
https://www.sogetsu.or.jp/happybirthday/
Login Password: sogetsu
Sogetsu friends worldwide express their congratu-
lations to Iemoto.

●The 102nd Sogetsu Annual Exhibition at  
Nihombashi Takashimaya
Due to the unpredictable circumstances regarding 
COVID-19, we regret to inform that this year’s ex-
hibition is cancelled. We are very sorry for those 
who are looking forward to visiting or exhibiting 
their work at the exhibition. Please accept our  
regrets and thank you in advance for your kind 
understanding.

< Postponed >
●Exhibition by Sogetsu Headquarters Plastic Arts 
Courses 
Rescheduled dates: Tue 28th- Fri 31st July
●Iemoto Visit to Australia
Rescheduled dates: TBA
Enquires: https://www.sogetsu-ikebana.org.au/
email address: sogetsu.ikebana.nsw@gmail.com

Calendar of Events 2020
●August 8 - 16: Sogetsu HQ closes for summer va-
cation: 
●November28: Iemoto Seminar, Sogetsu Hall
●December 29 – Jan 5: Sogetsu HQ closes for win-
ter vacation
●January 29: Riji and Komon Promotional Exam-
ination, Sogetsu HQ
●March 26: Flower Thanks Day, Sogetsu Hall
*Schedules above are subject to change.

International Class, Iemoto Class and Teachers’ 
Workshop
The details are shown on the webpage below:
http://www.sogetsu.or.jp/e

Note: Teachers’ Workshop is held in Japanese. If 
you wish to attend this class and require English 
speaking assistance, please make reservations at 
least two weeks beforehand.
International Class: 4,140 yen per lesson
Iemoto Class: 5,600 yen per lesson
Teachers’ Workshop: 1st lesson of the month 
12,200 yen per lesson
2nd and further lessons  6,100 yen per lesson

The 9th Everyone’s Sogetsu Ikebana Exhibition 
on Facebook
Application for your work for “Ikebana at home!” 
on Facebook are welcome! deadline: 30 June
The judge is Iemoto Akane Teshigahara.
The details is shown on the official website :
http://www.sogetsu.or.jp/e/

Useful and interesting insights into Online les-
sons – “Ikebana Online Style”
Why not share your useful tips and methods 
about Ikenana lesson online ? Now it’s time for a 
new try – “Ikebana Online Style”. 
deadline: 30 June
The details is shown on the official website :
http://www.sogetsu.or.jp/e/

[ Branches/SGs ] 
●Leaflets (English/ Chinese)
The leaflets for 2020 will be available. Each 
Branch/SG will be entitled to 200 complimentary 
copies sent by regular airmail on request. Addi-
tional copies are available for purchase.
We accept orders from individuals.
Download the order form online: 
https://www.sogetsu.or.jp/e/members/down-
loads/leaflets

[ Other information ] 
●Notice for the members in Brazil  
As of the 1st of Jan uary 2020, Receita Federal 
(Ministry of Economy) strongly suggests that all 
mails and parcels sent to Brazil from overseas 
should write a receiver’s CPF (individual tax reg-
istration) along with the name. In order to assure 
the safer delivery of all documents from the HQ, 
we request the members living in Brazil to contact 
Services for Membership Department and inform 
their CPF.
Contact : members@sogetsu.or.jp
Thank you for your cooperation.

●In Memoriam
Mrs. Margaret West-Evans: April 3rd, 2020
 



The members’ site for the Sogetsu Teachers’ Association (STA) will finally go live!

The STA members’ site, which provides new members-only 
services, will be available in late June 2020.
The Headquarters will mail your tentative password (login 
information notice) in order from the end of June. When you 
receive it, please access the URL in the notice. 
Note: Please understand the timing of the site opening may be 
changed due to the effect of COVID-19.
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Information
The members’ site for the Sogetsu Teachers Association (STA) 

❷	Enter your Membership No. and the Tentative 
Password that you received from the Head-
quarters (sent by post) and click/touch [Log In].

❸ Click/Touch [Profile] on the top page.❶ Enter the members' site by clicking/touching 
[For STA Members] on the Sogetsu official web-
site.

❹ Click/Touch [Reset] on the Password Reset 
page.

❻ The process is complete.
	 Please enjoy the content. 
	 Click/Touch [Back to Home].

❺ For enhanced security, reset your password 
from the tentative one to your own.

	 Please enter both tentative one and new pass-
word into the fields. Password should be at 
least 10 half-width characters.

	 Click/Touch [Submit] .

● Available contents

Read So Newsletters
You can read the So Newsletter (from this 
issue, June 2020).

Check your registered information
You can check your personal information 
registered at the Headquarters.
Note: We have applied only alphabetical 
notation in our system.

Inquiry form
You can make an inquiry using the form, 
such as changing your registered informa-
tion.

[ Contact ]
Overseas Affairs Department,
Sogetsu Foundation

E-mai: overseas@sogetsu.or.jp

● How to activate your personal page

※ Illustrations are sample image.
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Tips and Advice when Creating Ikebana
Before starting to work on the plant materials, I 
place importance on observing each piece closely 
from different angles to rediscover its characteristic 
and interesting points: through this I realise its most 
charming feature. Then, I try to merge it with the 
conceptual idea of what I want to express and create 
my work. During this process, too, I make numer-
ous more discoveries.
After finishing my work once, I always step back a 
little and have another look at the whole thing, as I 
consider it is important to check if there is any unti-
dy part at the base and the contours, any redundant 
lines, or any part lacking expression.

About my work exhibited in 
The 99th Sogetsu Exhibition

I wanted to express “wood” using wood materials 
in this work. How many years had this wood been 
drifting? When I saw this cylindrical-form drift-
wood after its outer bark and inner fibres were 
stripped off, I was overwhelmed by its mysterious 
charm, and inspired to express “the dynamism 
of the life of wood” by combining it with the old 
Japanese apricot tree branches. My message incor-
porated in this work was simple: Renew life for the 
future! Arranging beautiful flowers is a joy, but cre-
ating ikebana only with wood and branches is also 
exciting and fascinating.

作品を造る上でのポイントやアドバイス
植物と向き合う時はまず、素材をしっかりと１本ずつ色 な々角
度から観察することを大切にしています。するとその素材の特

徴、面白さを再発見し、強く惹かれるものが見えてきます。それら
を表現したいイメージと合わせ、膨らませながら制作すると新し
い発見がまだ沢山あることに気づかされます。
仕上がった後、必ず少し離れて作品の全体像を見て、足元、
輪郭、いらない線、足りない表情等をチェックする事も大切に
しています。

第99回草月いけばな展出品作
“木”を木で表現したいと思いました。
何年漂流していたのでしょうか？ すっかり外側の木皮と
内側の木肉も取れ円筒になってしまった流木に出会い、
木の不思議さと魅力に改めて心を奪われ、それを主役に
梅の古木を合わせて「木・生命の動き」を表現できれば
と思いチャレンジしました。
シンプルにメッセージが伝わればと思いながら制作し

ました。タイトルは「再
生・未来に向かって！」
です。
美しい花を使用したい
けばなも楽しいものです
が、木の構成だけで表
現するいけばなもまたワ
クワクする魅力のあるも
のです。
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Eikou Sumura
Studied Sogetsu Ikebana under her father, late Kousoku 
Sumura. In 1992 became Master instructor of the 
Sogetsu headquarters. She has been actively engaged in 
Ikebana lessons, courses for teachers, displays and instal-
lation, and lectures, not only in Japan but also more than 
30 places of 20 countries. She always aims to bring out 
the innate spark of life in her creations which transmit 
the living being of plants.  

州村衛香
1953年、父（故 州村公束）の指導の下で草
月に入門。草月会本部講師。国内のみなら
ず、海外20ヶ国30ヶ所以上で、いけばな指
導、指導者育成、ディスプレイ、インスタレー
ション、講演など多岐にわたる活動を行って
いる。「命」をテーマにし、本質的な生命力の輝きを引き出し、新
しい植物の息を吹き込む作品制作を心掛けている。

The 99th Sogetsu Annual 
Exhibition “HANA SO”.
Work by Eikou Sumura
Materials: Driftwood, 
Japanese apricot

Kakebana, Tsuribana (5-16)
[Q] For hanging “Kakebana,” a hook commonly 
used for hanging paintings and so on can be used, 
but there is no place for hanging “Tsuribana” from 
above in our classroom. What should we do?
[A] If there is no place for hanging from above nor 

for installing a necessary metal 
fixture and a horizontal bar in 
the classroom, we would recom-
mend to use the Sogetsu original 
iron container for “Tsuribana.”

[Q] Can hanging a work not from the ceiling but 
from the side of a classroom desk be regarded as 
“Tsuribana”?
[A] The basic requirement for “Tsuribana” is to 
position it at eye level or above that of the viewers. 
The work is seen below eye level if it is suspended 
from the side of a desk. Find a way to hang it from 
above.

Floor Position Arrangement (5-9)
[Q] Is it acceptable to make an arrangement on the 
desk and place it on the floor?
[A] In this theme, it is important to think about the 
viewing angle of the viewers. It is different when 
the work is placed on the floor from when it is on 
the desk. The container, therefore, should be put on 

the floor from the beginning and an arrangement 
made there while concentrating on how it will be 
seen by the viewers. 

[Q] If the work is to be placed on tatami (rush mats,) 
is it better to place a base plate on it?
[A] A base plate or a cloth should be placed on tata-
mi or any other flooring which needs to be protect-
ed. Covering the area before starting the arranging 
work to ensure that there is no damage done to the 
place, and other considerateness is essential.

Using Various Locations (5-24)
[Q] Discovering a new place to display the work is 
challenging if the classroom is in the office or in the 
so-called Culture Center. How should we guide the 
students?
[A] One example would be to use the desks and 
chairs available to set up a display space. A door, a 
curtain rail, or other familiar space could be used. 
Guide the students to have the pleasure of exploring 
new locations.

Autumn 2018 edition of “Sogetsu” magazine posts the photos of examples of the themes 
above. The edition is for sale at Sogetsu Shuppan. E-mail: shuppan@sogetsu.or.jp

Sogetsu Textbook 5 Q&A  Key word ”Placement”
Here are some tips and answers to the questions for studying of the themes.
(The same article in Japanese was in Autumn 2018 edition of “Sogetsu” magazine.) 

The Sogetsu original iron container 
for “Tsuribana”: 18,500 yen,
which must be taken home by 
yourself: no sending service 
available.
For more information:
Sogetsu Bunkajigyo Co., Ltd.
E-mail: k-keiri@sogetsu.com
Note: The chain is detachable.

These are the examples of this theme shown in Iemoto 
Seminar 2017, which make use of the space on and under 
the desk.



on saleNow is the season when the greenery is dazzling. In 
this serious fight against the coronavirus epidemic  
which is still continuing around the world, my heart 
is overcome by this refreshing scenery which seems 
more precious than before. What will be the world 
like after this pandemic subsides? While looking at 
the future, we have to earnestly approach what we 
are able to do now.  
Sogetsu will mark a major change this summer. As 
we have already announced, the Sogetsu School 
Osaka in Umeda, Osaka, which has been our base 
for Sogetsu activities in Kansai (west Japan) for 38 
years, will close in June and be re-constituted as 
“Sogetsu WEST” in Kyoto.
The Sogetsu School Osaka was established by my 
father and the former Iemoto Hiroshi in 1982 with 
the concept of “Introducing a fresh breeze of Sogetsu 
across Japan.” The classroom, in a building located 
in the office district, was not exactly roomy, but a 
very comfortable space where the physical closeness   
between people created a warm atmosphere.  
I think that I first visited the Osaka School sever-
al years after its opening to observe a my father’s  
Teachers’ Workshop which he was teaching. I 
remember listening to my father’s strictures as ner-
vous as the participants. The large-scale FLOWORK 
project that I joined from 1995 at the Hilton Plaza 
Osaka is also a fond memory. I was assigned to 
decorate the atrium every time, but I always had a 
hard time with that gigantic open space. I struggled 
each time, asking myself, “How should I configure 
this space?” and “What materials should I use?” 
However, through the accumulation of these experi-
ences, I received tremendous training for the creation 
of large installations.
As for classes, I taught at the Teachers’ Workshop, 
succeeding my father, from 1996 and also taught the 
Iemoto Class for 12 years from 2003. Since many of 
the students of the Osaka School were assertive, I felt 
awkward with their direct way of speaking at first, 
but as I gradually got used to it, this kind of lively 
exchange of opinions imperceptibly became one of 
my favorite parts of teaching in Osaka.
One more thing that I will never forget is the exhi-
bition Hanakuguri (Flower Tunnels) held to cele-

brate the 20th anniversary of the Osaka School in 
2001. This was the last project that my father fully 
got involved in but he became sick in the year pre-
vious to the exhibition. It was a magnificent event 
as  332 people in 23 groups who were studying 
at the Osaka School, responded wholeheartedly to 
my father’s strong determination, “Show the public 
where Sogetsu now is.” The inside of the big, long 
flower tunnel was filled with the power of plants and 
once the visitors entered into it, they felt they were 
in a different dimension. My father from his sickbed 
could not visit the venue to see the exhibition, but 
he seemed to be totally satisfied when he saw pho-
tographs of the exhibited works and listened to my 
excited report of it.   
Yet another vivid memory is the Sogetsu Exhibition 
“Believing in the Power of Flowers” which was 
held at the Osaka Takashimaya Department Store in 
spring 2012 to commemorate the 10th anniversary of 
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my becoming Iemoto. Originally, it had been planned 
to be held as the opening event for the celebration 
in spring 2011. However, following the Great East 
Japan Earthquake on March 11th, it was postponed 
for one year. Since it was the first ikebana exhibi-
tion in Kansai held by the Headquarters in several 
decades, the enthusiasm of the members mainly 
in Kansai was sublime. Especially, the space com-
posed by more than 700 parts of shocking pink nylon 
threads braided by so many people had a strong 
impact and amazed the visitors. In addition, there 
were numerous exhibits like a kaleidoscope under the 
titles of “With the past Iemotos,” “Arranging in the 
Sogetsu Collection”, and “Songs ´Ikebana.” There 
were also various related events, such as workshops, 
demonstrations, and displays in the show windows, 
which were held one after another. It was precisely in 
the exhibition that the power of Sogetsu Ikebana in 
Kansai exploded.
Looking back, I think that people in the Sogetsu 
School Osaka faced great obstacles at each milestone 
occasion but skillfully overcame them and even 
made great leaps by using such difficulties as step-
ping stones. Since we must refrain from activities 
to prevent further spread of the present COVID-19 
outbreak, it is very regrettable that we have to close 
the Osaka School without properly saying goodbye, 
but Sogetsu people are good at converting some-
thing negative into something positive and love to do 
something new and try something difficult. I strongly 
believe that all of you will further enhance the won-
derful attractions created at the Osaka School so far, 
when it becomes Sogetsu West.  
I’m sure that the list of things that you now dream 
of doing is getting longer. Once Sogetsu West 
opens, please unleash that energy into your creation 
and study full blast. Let’s keep our passion for the 
Sogetsu School Osaka, which educated us in ikebana  
and gave us many great encounters, and transfer it to  
Sogetsu WEST!

Information

The 100th 
Sogetsu Annual Exhibition
All the Ikebana works

All Ikebana works (781works) shown in full-color.

� is book completes all the ikebana works in 
the 100th Sogetsu Annual Exhibition at Ni-
hombashi Takashimaya Store in Spring 2019.

Export Price 4,500yen
Item No.B8100 / Soft cover: 144pages
W/H 214mm×290mm
*“The 101th Sogetsu Annual Exhibiti on
All the Ikebana works" will be released on Sum-
mer, 2020.

[ Contact ] Sogetsu Shuppan
FAX:+81-3-5770-5607
E-mai: shuppan@sogetsu.or.jp

The atmosphere in the classroom is different for my father 
and I, but the seriousness with which the students learn 
remains the same.




